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はじめに

• 「モータモデリングツール」ではFemtetの磁場過渡解析
「Luvens」を用いて2次元モータ解析を行うために必定な各種
条件（解析条件、形状定義、材料の選択、外部回路定義）を
自動作成するが事ができます。

• 「モータモデリングツール」を使用するには「磁場過渡解析オ
プション」の購入が必要です。
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はじめに

• 「モータモデリングツール」はFemtetのマクロ機能を利用しています。

• 「マクロ動作のための必要な準備」をFemtetのマクロヘルプの手順で実行してください。

Windowsのスタートメニュー
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利用手順

• 以下の３ステップでさまざまな形状の2次元モータ解析用の
モデルを作成する事ができます。

ＳＴＥＰ １．全体設定

ＳＴＥＰ ２．形状定義

ＳＴＥＰ ３．コイル設定
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ＳＴＥＰ １． 全体設定

• 「設計パラメータ（共通）タブ」で全体設定を行い
ます。

• 「基本設定」では極数やスロット数、寸法、材料、
対称性等必要な情報を入力します。

• 「高度な設定」は基本的に変更する必要はあり
ませんが、積層鋼板材料の占積率など細かい
設定が可能です。

• 設定が完了したら「全体設定」ボタンを押してく
ださい。
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ＳＴＥＰ２．形状定義

• ローター9種類、ステータ2種類

のテンプレートの中から好きな
テンプレートを選択し、形状を簡
単に作成する事ができます。

• 寸法についてはコメントとして記
載してあります。

• 「Rotor形状設計タブ」および
「Stator形状設計タブ」で作りた

い形状の寸法を入力し、ボタン
を押してください。
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ＳＴＥＰ ３．コイル設定

• 回路、コイルの条件を入力し、「結線表更
新」ボタンを押すと、それぞれのスロット/

相にどのコイルを割り当てるかを示す結
線表を自動作成します。自動で設定した
結線表が想定通りにならない場合は「1
相」「2相」の列を手動で割り当ててくださ
い。

• 「電源・Coil設定」ボタンを押すと、Femtet

のコイル用の各ボディに対し指定した「コ
イル名」が割り当てられ、外部回路の情報
が自動作成されます。設定後コイルのボ
ディは「U/V/W」の順で「赤/緑/青」に塗り
つぶされます。

電源・Coil設定後のコイルボディと回路図の例
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最後に

• 以上でFemtet/Luvens解析用のプロジェクトの作成が完了し
ました。

• Femtetのメニューから「メッシュ/解析実行」をすることで解析
をスタートさせることができます。

• 永久磁石を使った３相同期モータ以外の用途（例：「発電機」
「非同期モータ」）で使用する場合はFemtetのメニューから外
部回路を書き換えたり、解析条件の「運動連成方程式の設
定」等の条件を変更した上で解析を実行してください。


